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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 
本製品の保証期間は、ご購入日より 1 年間とさせていただきます。 
 
「保証範囲」 
 
保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側において機器の修理または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除外させていただきます。 
 

 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
 故障の原因が納入者以外の事由による場合 
 外装部品の損傷 
 自然劣化・消耗部品 
 需要者側で改造・修理を行った場合 
 天災地変による場合 

 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害はご容赦いただき

ます。 
 
「修理」 
 
修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 
「電波障害自主規制について」 
 
本装置は米国通信規制「FCC 第 15 条補足 J」による計算機器制約条件に適合しております。商業環境での使用に

おいて妥当な保護措置がなされています。しかし、住宅地域でのご使用は妨害（ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどの受信障害）が起こ

ることがあります。 
 
「その他」 
 
● 納入品の価格には、ｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■ 電波に関する注意 ■ 
● 本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか工場の製造 
 ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特 
 定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 
 1. 本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運 
 用されていないことを確認してください。 
 2. 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合 
 は、速やかに使用場所を変更するか、電波の発射を停止してください。 
● 本製品は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線局の端末設備として、技 
  術適合証明を受けています。本製品の分解/改造は違法となります。 
● 交通機関内や医療機関内などでは、本製品のご使用はお控えください。 
 電子機器や心臓ペースメーカーなどへの影響の可能性もあるため、ご利用に関しては 
 各交通機関及び各医療機関の案内及び指示に従ってください。 

2.4  FH  1

2.4GHz帯を使用する無線設備であることを表します。

変調方式が 「FH-SS方式」であることを表します。

想定される与干渉距離が１０ｍ以下であることを表します。

全帯域を使用し、移動体識別装置の帯域を回避不可能であることを表します。

■ 電波の種類と干渉距離 ■ 
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安全上の注意 
 

 ご使用の前に本書をお読みになり、正しく安全にご使用ください。 
 本書は、いつでも見られる場所に大切に保管してください。 
 

  
使用上の注意 

 ﾚｰｻﾞ照射窓を覗いたり、ﾚｰｻﾞﾋﾞｰﾑを直視することは絶対にしないでください。 
 分解・改造しないでください。発熱・火災・けがの原因となります。 
 ｶﾞｽ・火薬など可燃性物質が発生する場所での使用はしないでください。破裂・発火・火災の原因となります。 
 衝撃を与えたり、落としたり、本機の上に物を置いたりしないでください。 
 小児の手の届くところに置いたり、使用させないでください。 
 雨や水などがかかる場所で使用しないでください。 
 ｽﾄﾗｯﾌﾟを持って振り回したりしないでください。破損やけがの原因となります。 
 炎天下の車内や冷凍庫など高温・低温になる場所には放置しないでください。 
 湿度の高い場所や誇りの多い場所には放置しないでください。 
 使用温度範囲内で使用してください。 
 静電気の起こりやすい場所やﾃﾚﾋﾞなどの磁気を発生する機器のそばには置かないでください。 
 安定しない場所に放置、保管しないでください。 
 低温の場所から高温の場所へ移動すると、結露が発生する恐れがあります。結露が発生した場合は、水滴が完

全に蒸発するまで、本機をしようしないでください。 
 本機のｸﾘｰﾆﾝｸﾞは、柔らかい布で軽くからぶきするか、中性洗剤に浸した柔らかい布をよく絞ってから軽く拭

いてください。 
 
充電池および充電器・充電に関する注意（前項目に加え、下記の事項に注意ください） 
 付属の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ以外は、絶対に使用しないでください。発熱・火災・けがの原因となります。 
 異物を入れないでください。ｼｮｰﾄや発熱により、火災・感電の恐れがあります。 
 AC ﾌﾟﾗｸﾞや電源ｺｰﾄﾞを引っ張ったり、ねじったり、負荷をかけたり、加工したりしないでください。火災・感

電の原因となります。 
 AC ﾌﾟﾗｸﾞや電源ｺｰﾄﾞが傷んだ場合は、すぐに新しいものと交換してください。火災・感電の原因となります。 
 濡れた手で電源の抜き差しを行わないでください。感電の原因となります。 
 充電は、必ず 0~40℃の温度範囲で行ってください。 
 指定以外の充電池を使用しないでください。 
 充電池は、ﾃﾞﾊﾞｲｽから取り外し、金属などがない 0~40℃の温度範囲の場所に保管してください。 
 充電池を充電しても動作時間が短い場合は、充電池の寿命です。新しい充電池をお求めください。 
 ご不要になった充電池を廃棄する場合は、各自治体の条例に従い、正しく処理してください。 
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1. はじめに 
この度は、弊社 MR10A7 ﾓﾊﾞｲﾙ NFC-RFID ﾘｰﾀﾞ(以下、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞ)をお買い上げいただきありがとうございます。 
ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、小型軽量で、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾀﾌﾞﾚｯﾄと Bluetooth 無線を通して、簡単にｺﾐﾆｹｰｼｮﾝが行える便利なﾃﾞﾊﾞｲｽ

です。約 10000 ｽｷｬﾝが行える十分なﾊﾞｯﾃﾘを搭載しています。また、ﾒﾓﾘﾓ-ﾄﾞでの運用を考え、2MB のﾒﾓﾘを内蔵し

ています。 
 
下記にﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞが対応している NFC ﾀｸﾞを列挙します。 
 

規格 ﾀｸﾞ名 

ISO14443A 

Mifare S-70 
Mifare S-50 
Mifare Ultralight 
Mifare DesFire(MF3) 
SLE66R35(M-Classic) 

ISO14443B 
SRIX512 
SRIX4K 

ISO15693 

I-Code SLI 
Ti2048(Plus) 
Ti256(Standard) 
SRF55V10P(EM) 
Advant ATC1024 

その他 

Topaz 96/512 
Felica 
Felica Lite 
NTAG 203/215/216 

 
 

1.1. ﾊﾟｯｹｰｼﾞ内容の確認 
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ内容は、下記のようになっています。ご確認の上、万一不足、破損品がありましたら、お買い上げの販売店

までご連絡ください。 
 

 ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞ本体 1 台 
 ﾊﾝﾄﾞｽﾄﾗｯﾌﾟ  1 本 
 USB ｹｰﾌﾞﾙ  1 本 

 
製品の個装箱は、修理などで製品を返送する場合、輸送時の損傷を避けるために必要となります。大切に保管して

ください。 
 
 

1.2. 各部名称 
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1.3. ｽﾃｰﾀｽ LED とﾋﾞｰﾌﾟ音 
ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、ｽﾃｰﾀｽを示すための LED とﾋﾞｰﾌﾟを装備しています。下記にその意味を示します。 
 

ｽﾃｰﾀｽ 青色 LED 緑色 LED 赤色 LED ﾋﾞｰﾌﾟ 
電源ｵﾝ   1 秒間点灯 ﾛﾝｸﾞﾋﾞｰﾌﾟ 1 回 
ｸﾞｯﾄﾞﾘｰﾄﾞ  1 秒間点灯  ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ1回(*) 
Bluetooth 接続待ち 点滅    

Bluetooth 接続完了  2 回点滅  ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 2 回 
ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ情報ﾚｺｰﾄﾞ削除    ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 2 回 
ﾃﾞｰﾀ転送ｴﾗｰ(ｵﾌﾗｲﾝ)  1 秒間点灯  ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 3 回 
ﾃﾞｰﾀ保存ｴﾗｰ(ﾒﾓﾘﾌﾙ)  1 回点滅  ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 3 回 
ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ開始  常時点灯  ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 2 回 
ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ終了    ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ 2 回 
ﾛｰﾊﾟﾜｰ   点滅  

充電中   常時点灯  

(*) ﾋﾞｰﾌﾟ音色、長さは変更可能です。 
 
 

1.4. 電源を入れる 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを 2 秒間押し続けます。電源がｵﾝになると、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、ﾛﾝｸﾞﾋﾞｰﾌﾟを 1 回発し、赤色 LED を 1 秒間点

灯させます。 
 

 
 

1.5. 電源を切る 
先の細いｸﾘｯﾌﾟなどで、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの底面にあるﾘｾｯﾄをﾎﾞﾀﾝを押すと、ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝします。また、電源ｵﾌﾀｲﾏｰで設定さ

れた時間、何の操作をされない状態が続くと、自動的に電源がｵﾌになります。 
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2. 使ってみよう 
2.1. PC と接続する 
下記の手順に従って、PC との接続を行ってください。 
 
1. ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを 2 秒間押し続け、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの電源をｵﾝにします。青色 LED が点滅すれば、接続待ち状態です。 

青色 LED が点滅しない場合は、Bluetooth ﾓｰﾄﾞになっていない可能性があります。｢3.ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ｣を

参照して、ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを BT-HID に設定してください。 
2. PC で｢Bluetooth ﾃﾞｲﾊﾞｽの追加｣を実行します。 

 

     
 

3. ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞ名(この例では、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの｢HF RFID Reader｣)が表示されれば選択し、｢ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ｣をｸﾘｯｸします。 
 

   
 

4. ｲﾝｽﾄｰﾙが始まり、｢接続済み｣と表示されれば、ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ完了です。 
 

   
 

5. ﾒﾓ帳などを立ち上げて、読み取りﾃﾞｰﾀが入力されることを確認してください。 
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2.2. iOS ﾃﾞﾊﾞｲｽ(iPhone/iPad)と接続する 
下記の手順に従って、PC との接続を行ってください。 
 
1. ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを 2 秒間押し続け、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの電源をｵﾝにします。青色 LED が点滅すれば、接続待ち状態です。 

青色 LED が点滅しない場合は、Bluetooth ﾓｰﾄﾞになっていない可能性があります。｢3.ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ｣を

参照して、ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを BT-HID に設定してください。 
2. iOS ﾃﾞﾊﾞｲｽ側で、｢設定｣→｢Bluetooth｣を開き、Bluetooth をｵﾝにして、ﾃﾞｲﾊﾞｽの検索を行います。 

ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞ名(この例では、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの｢HF RFID Reader｣)が表示されれば、ﾀｯﾌﾟしてﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行います。 
 

     
 

3. ｢接続済み｣と表示されれば、ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ完了です。 
 

     
 

4. ﾒﾓなどを立ち上げて、読み取りﾃﾞｰﾀが入力されることを確認してください。 
 

 
 

[参考] 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを押すことで、ｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞの表示/非表示を切り替えるが行えます。 
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2.3. Android ﾃﾞﾊﾞｲｽと接続する 
下記の手順に従って、PC との接続を行ってください。 
 
1. ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを 2 秒間押し続け、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの電源をｵﾝにします。青色 LED が点滅すれば、接続待ち状態です。 

青色 LED が点滅しない場合は、Bluetooth ﾓｰﾄﾞになっていない可能性があります。｢3.ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ｣を

参照して、ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを BT-HID に設定してください。 
2. Android ﾃﾞﾊﾞｲｽ側で、｢設定｣→｢Bluetooth｣を開き、Bluetooth をｵﾝにして、ﾃﾞｲﾊﾞｽの検索を行います。 

ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞ名(この例では、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄの｢HF RFID Reader｣)が表示されれば、ﾀｯﾌﾟしてﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを行います。 
 

    
 

3. ｢接続｣と表示されれば、ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ完了です。ﾒﾓなどを立ち上げて、読み取りﾃﾞｰﾀが入力されることを確認して

ください。 
 

    
 

4. ｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞが必要な場合は、｢設定｣→｢言語と入力｣で、｢物理ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ｣をｵﾌにしてください。 
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2.4. NFC ﾀｸﾞの読み取り 
ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの RFID ｱﾝﾃﾅは、下図のようにﾌﾛﾝﾄ部分に配置されています。ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞのﾌﾛﾝﾄ部分を NFC ﾀｸﾞに向けた

状態で、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押して下さい。読み取りに成功すると、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、ﾋﾞｰﾌﾟ音を発し、緑色 LED を 1 秒間点灯

させます。各 NFC ﾀｸﾞの読み取り距離は、下記の表を参照ください。 
 

NFC ﾀｸﾞ規格 読み取り距離 
ISO14443A 0~25mm 
ISO14443B 0~25mm 
ISO15693 0~50mm 
その他 0~25mm 

 

 
 

 
 
 

2.5. ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ情報の削除 
ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞはﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ情報を保持しており、接続が切断されると、その情報を元に自動的に再接続を試行します。 
下記の手順で、ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ情報を削除することで、新しいﾍﾟｱﾘﾝｸﾞが可能になります。 
 
1. ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを 5 秒間押し続けます。 
2. ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞがﾋﾞｰﾌﾟ音を 3 回発し、青色 LED の点滅を開始すれば削除完了です。ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽから検索が行えます。 
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2.6. ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀの取得と削除 
ﾒﾓﾘﾓｰﾄﾞでは、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは NFC ﾀｸﾞの読み取りﾃﾞｰﾀを内蔵ﾒﾓﾘに保存していきます。ﾒﾓﾘﾓｰﾄﾞへの切り替えは、｢3.ｺ

ﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ｣のｺﾐﾆｹｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ参照してください。 
 

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀの取得 
1. ﾃﾞｰﾀの収集が終われば、付属 USB ｹｰﾌﾞﾙで、PC と接続します。 
2. ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗを開き、ﾘﾑｰﾊﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｸとして割り当てられたﾄﾞﾗｲﾌﾞを開きます。 

 

    
 

3. TAGDATA.TXT というﾌｧｲﾙにﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀが保存されています。EXCEL やﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀなどで開くことができます。 
 

   
 
 

ﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀの削除 
ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗで直接 TAGDATA.TXT を削除してください。ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、約 5 秒後、ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ音を 2 回発し、ﾌｧｲﾙが削

除されたことを知らせます。 
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3. ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 
ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの設定は、ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞで行います。下記の手順に従って、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞをｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞに切り替え

ます。 
 
1. ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞと PC を付属の USB ｹｰﾌﾞﾙで接続します。 
2. ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞのﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを押した状態で、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを 5 秒間押し続けます。ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ音が 2 回鳴り、ﾓﾊﾞｲﾙﾘ

ｰﾀﾞの LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀが緑色に点灯すれば、両方のﾎﾞﾀﾝを離してください。ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞで動

作中です。 
 

     
 

3. PC でﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬを開き、ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ﾎﾟｰﾄが追加されていることを確認し、COM ﾎﾟｰﾄ番号をﾒﾓします。この

例では、COM3 となります。 
 

   
 
 

ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞを終了する 
下記の何れかで、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞはｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞを終了し、通常のｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾓｰﾄﾞに切り替わります。ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓ

ｰﾄﾞを終了すると、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、ｼｮｰﾄﾋﾞｰﾌﾟ音を 2 回発し、緑色 LED を消灯します。 
 
 設定されている待ち時間を経過しても何ら PC との通信がなかった場合 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを押した状態で、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを 5 秒間押し続けた場合 
 通信中のﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄを終了した場合 
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3.1. ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄを使って設定する 
下記の手順に従って、ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄを起動します。 
 
1. 弊社 WEB ｻｲﾄよりﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし、ｲﾝｽﾄｰﾙを行ってください。 

 

      
 

2. ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄを開き、先で確認した COM ﾎﾟｰﾄ番号を選択し、｢Link｣をｸﾘｯｸします。ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの設定値が読み込

まれ、ｿﾌﾄが起動します。 
 

  
 

 
 
 
 

 
 

 
 
  

通信ｽﾃｰﾀｽ 

｢+｣をｸﾘｯｸすると下層が表示され、｢-｣をｸﾘ

ｯｸすると、下層が非常に切り替わります。 

ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

ｱｲｺﾝ左から順に説明します。 
1. ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄを終了します。 
2. 通信終了又は通信ﾎﾟｰﾄを変更します。 
3. ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの設定値を読み込みます。 
4. ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞの設定値をｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄします。 
5. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値をﾘｾｯﾄします。 
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ﾊﾟﾗﾒｰﾀ一覧 
ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀ一覧を示します。ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定変更は、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすることで行えます。 
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動作ﾓｰﾄﾞ(Operation mode) 
｢Operation Mode｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Trigger Mode(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押している間、NFC ﾀｸﾞの読み取りを試行します。読み取りに 
成功するか、読み取りﾀｲﾏｰで設定された時間が経過すると、読み取りを終了 
します。 
 
Auto Mode 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝに関係なく NFC ﾀｸﾞの読み取りを行います。設定されたｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ 
移行時間が経過すると、ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞに移行します。 
 
Test 5-sec Scan 
5 秒間隔で読み取りを行うﾃｽﾄ用のﾓｰﾄﾞです。通常の業務では使用しません。 
 
 

ﾀｸﾞ情報(Tag Info) 
｢Tag Info｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Read UID only(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
UID ﾃﾞｰﾀのみを読み取ります。 
 
Read All Data Block 
ﾕｰｻﾞｰﾒﾓﾘの全ﾃﾞｰﾀを読み取ります。 
 
Read NDEF 
ﾕｰｻﾞｰﾒﾓﾘ中の NDEF のみを読み取ります。 
(NDEF=NFC Data Exchange Format) 
 
 

読み取りﾀｲﾏｰ(Session Time) 
｢Session Time｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここで設定された時間、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは読み取りを試行します。｢Disable｣に 
設定することで、読み取りﾀｲﾏｰを無効にすることもできます。 
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読み取りﾃﾞｨﾚｲ(Delay Time) 
｢Delay Time｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここで設定された時間、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは次の NFC ﾀｸﾞの読み取りを行いません。 
｢Disable｣に設定することで、読み取りﾃﾞｨﾚｲを無効にすることもできます。 
 
 
 
 
 
 

読み取りﾀｸﾞ規格(Select Tag Category) 
｢Select Tag Category｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読み取りを行う NFC ﾀｸﾞ規格を設定します。 
 

規格 ﾀｸﾞ名 

ISO14443A 

Mifare S-70 
Mifare S-50 
Mifare Ultralight 
Mifare DesFire(MF3) 
SLE66R35(M-Classic) 

ISO14443B 
SRIX512 
SRIX4K 

ISO15693 

I-Code SLI 
Ti2048(Plus) 
Ti256(Standard) 
SRF55V10P(EM) 
Advant ATC1024 

その他 

Topaz 96/512 
Felica 
Felica Lite 
NTAG 203/215/216 
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ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ(Time Log) 
｢Time Log｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟを出力する場合は、｢Enable｣に、しない場合は、｢Disable｣に設定 
します。 
 
｢Enable｣に設定した場合、下層に｢Time Log Prefix｣というﾊﾟﾗﾒｰﾀが追加 
されます。｢Time Log Prefix｣を｢Enable｣に設定した場合、ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟの前 
に、｢Time Log :｣という文字列が出力されます。 
 
 

ﾀｸﾞﾈｰﾑﾃﾞｰﾀ(Tag Name Data) 
｢Tad Name Data｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾀｸﾞﾈｰﾑﾃﾞｰﾀを出力する場合は、｢Enable｣に、しない場合は、｢Disable｣に設定 
します。 
 
｢Enable｣に設定した場合、下層に｢Tag Name Prefix｣というﾊﾟﾗﾒｰﾀが追加 
されます。｢Tag Name Prefix｣を｢Enable｣に設定した場合、ﾀｸﾞﾈｰﾑﾃﾞｰﾀの 
前に、｢Tag Name :｣という文字列が出力されます。 
 
 

出力例 
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AFI ﾃﾞｰﾀ(AFI Data) 
｢AFI Data｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
AFI ﾃﾞｰﾀを出力する場合は、｢Enable｣に、しない場合は、｢Disable｣に設定 
します。AFI ﾃﾞｰﾀは、ISO15693 と ISO14443B 準拠のﾀｸﾞのみ有効です。 
 
｢Enable｣に設定した場合、下層に｢AFI Prefix｣というﾊﾟﾗﾒｰﾀが追加されま 
す。｢AFI Prefix｣を｢Enable｣に設定した場合、AFI ﾃﾞｰﾀの前に、｢AFI :｣ 
という文字列が出力されます。 
 
 
 

DSFID ﾃﾞｰﾀ(AFI Data) 
｢DSFID Data｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
DSFID ﾃﾞｰﾀを出力する場合は、｢Enable｣に、しない場合は、｢Disable｣に設定 
します。AFI ﾃﾞｰﾀは、ISO15693 準拠のﾀｸﾞのみ有効です。 
 
｢Enable｣に設定した場合、下層に｢DSFID Prefix｣というﾊﾟﾗﾒｰﾀが追加されま 
す。｢DSFID Prefix｣を｢Enable｣に設定した場合、DSFID ﾃﾞｰﾀの前に、｢DSF 
ID :｣という文字列が出力されます。 
 
 

UID ﾃﾞｰﾀ(UID Data) 
｢UID Data｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
UID ﾃﾞｰﾀを出力する場合は、｢Enable｣に、しない場合は、｢Disable｣に設定 
します。 
 
｢Enable｣に設定した場合、下層に｢UID Prefix｣というﾊﾟﾗﾒｰﾀが追加されます。 
｢UID Prefix｣を｢Enable｣に設定した場合、UID ﾃﾞｰﾀの前に、｢UID :｣という 
文字列が出力されます。 
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ﾉｰﾀｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ(No Tag Message) 
｢No Tag Message｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾉｰﾀｸﾞﾒｯｾｰｼﾞを出力する場合は、｢Enable｣に、しない場合は、｢Disable｣に設 
定します。｢Enable｣に設定した場合、｢No Tag｣というﾒｯｾｰｼﾞが出力されます。 
 
 
 
 
 
 

日付ﾌｫｰﾏｯﾄ(Date Format) 
｢Data Format｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示された 16 種類の日付ﾌｫｰﾏｯﾄからﾆｰｽﾞに合ったものを設定してください。 
 
 
 
 
 

時刻ﾌｫｰﾏｯﾄ(Time Format) 
｢Time Format｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表示された 2 種類の時刻ﾌｫｰﾏｯﾄからﾆｰｽﾞに合ったものを設定してください。 
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ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(Communication Interface) 
｢Communication Interface｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PC との接続に使用するｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを設定します。 
 
USB-VCP 
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで PC と通信します。付属の USB ｹｰﾌﾞﾙで PC と接続し 
てください。ﾄﾞﾗｲﾊﾞは弊社 WEB ｻｲﾄよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能です。ｼﾘｱﾙ通信を行うﾌﾟﾛ 
ｸﾞﾗﾑ開発が必要です。 
 
USB-HID 
USB-HID ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで PC と通信します。付属の USB ｹｰﾌﾞﾙで PC と接続してください。ﾃﾞｰﾀは、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからのﾃﾞｰﾀと同様に入力されます。 
 
Memory 
ﾘﾑｰﾊﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｸとして動作します。付属の USB ｹｰﾌﾞﾙで PC と接続してください。 
 
BT-HID(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ) 
Bluetooh HID ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで PC や iOS ﾃﾞﾊﾞｲｽ、Android ﾃﾞﾊﾞｲｽと通信します。ﾃﾞｰﾀは、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからのﾃﾞｰﾀと同様に入力されます。 
 
BT-SPP 
Bluetooh SPP ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで PC や Android ﾃﾞﾊﾞｲｽと通信します。ｼﾘｱﾙ通信を行うﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発が必要です。 
 
BT-Dongle 
専用ﾄﾞﾝｸﾞﾙ MT600 と通信します。MT600 と PC 間は、USB-HID のため、ﾃﾞｰﾀは、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからのﾃﾞｰﾀと同様に入力されます。 
 
 

ﾒﾓﾘﾓｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝ 
ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを｢Memory｣にした場合、下層に 2 つのﾊﾟﾗﾒｰﾀが追加されます。 
 

 
 
ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ(Field Separator) 
ﾌｨｰﾙﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀを 1 文字で設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢,｣です。 
 
 
保存ﾚｺｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ(Storage Sequence) 
保存ﾚｺｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄを設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢日付,時刻,ﾀｸﾞﾃﾞｰﾀ｣の順です。 
 
Date : 日付 
Time : 時刻 
Tag Data : ﾀｸﾞﾃﾞｰﾀ 
NULL : 無し 
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BT-HID/BT-SPP ｵﾌﾟｼｮﾝ 
ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを｢BT-HID｣又は｢BT-SPP｣にした場合、下層に幾つかのﾊﾟﾗﾒｰﾀが追加されます。 
 

 
 
ﾃﾞﾊﾞｲｽ名(BT-ID) 
ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽで検索した際に表示されるﾃﾞﾊﾞｲｽ名を 16 文字以内で設定します。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢HF RFIDD Reader｣です。 
 
ﾎｽﾄ MAC ｱﾄﾞﾚｽ(Host MAC Address) 
ﾎｽﾄﾃﾞﾊﾞｲｽの MAC ｱﾄﾞﾚｽ（BD ｱﾄﾞﾚｽ）を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢Null=無し｣です。 
ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、ここで設定された MAC ｱﾄﾞﾚｽを持つﾎｽﾄﾃﾞｲﾊﾞｽと自動的に接続を試行します。 
 
PIN ｺｰﾄﾞ(BT-Pin-Code) : <BT-SPP のみ> 
PIN ｺｰﾄﾞを 8 桁以内で設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢1234｣です。 
 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾚｲｱｳﾄ(Keyboard Layout) : <BT-HID のみ> 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾚｲｱｳﾄを設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢USA｣です。 
PC と接続する場合は、｢Japanese｣、iOS ﾃﾞﾊﾞｲｽと接続する場合は、｢USA｣に設定します。 
 
ﾃﾞｰﾀ送信方法(Key Numeric) : <BT-HID のみ> 
ﾃﾞｰﾀ送信方法を設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢Alpha Numeric｣です。 
ﾃﾞｰﾀをﾌﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾃﾞｰﾀとして送信する場合は、｢Alpha Numeric｣、ﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀとして送信する場合は、｢Numeric｣に設定します。 
 
CAPS ﾛｯｸ(Key Caps Lock) : <BT-HID のみ> 
CAPS ﾛｯｸｽﾃｰﾀｽを設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢Lock Off｣です。 
 
ﾚｺｰﾄﾞ間ﾃﾞｨﾚｲ(Inter-block) : <BT-HID のみ> 
ﾚｺｰﾄﾞ間ﾃﾞｨﾚｲを設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢0ms｣です。 
 
ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ(Inter-character) : <BT-HID のみ> 
ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲを設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、｢0ms｣です。 
 
ﾀｰﾐﾈｰﾀ(Data Terminate) : <BT-HID のみ> 
ﾀｰﾐﾈｰﾀを 2 文字以内で設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、BT-HID が｢<0xE7><0x00>｣、BT-SPP が｢<0x0D><0x0A>｣です。 
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ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ(Enter Sleep Mode) 
｢Enter Sleep Mode｣/｢Timer of Sleep Mode｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞの設定を行います。ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞを有効にする場合は、｢Enable｣に設定し 
ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ移行ﾀｲﾏｰ｢Timer of Sleep Mode｣の設定を行ってください。 
 
 

ﾋﾞｰﾌﾟ(Beep Tone) 
｢Beep Tone｣/｢Beep Time｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾋﾞｰﾌﾟの設定を行います。ﾋﾞｰﾌﾟを無効にする場合は、｢Off｣に設定し、鳴らす場合は 
ﾋﾞｰﾌﾟ音色を｢Low｣/｢Medium｣/｢High｣から設定し、ﾋﾞｰﾌﾟ鳴動時間｢Beep Time｣の設定を行ってください。 
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ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ(Vibrator) 
｢Vibrator｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀを有効にする場合は、｢Enable｣に設定し、無効にする場合は、｢Disable｣ 
に設定します。 
 
 
 
 
 
 
 

待ち時間(Wait Time) 
｢Wait Time｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝの待ち時間を設定します。ここで設定された時間、ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝが行われな 
いと、自動的にｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞを終了します。 
 
 
 
 
 
 

ｼｽﾃﾑﾀｲﾑ(System Time) 
｢System Time｣をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞのｼｽﾃﾑﾀｲﾑを設定します。 
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4. ﾌｧｰﾑｳｪｱをｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄする 
下記の手順に従って、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞのﾌｧｰﾑｳｪｱをｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄしてください。 
 
1. ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞと PC を付属の USB ｹｰﾌﾞﾙで接続します。 
2. ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞのﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを押した状態で、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押し続けます。この状態で、ｸﾘｯﾌﾟなど先の細いﾋﾟﾝでﾘｾ

ｯﾄﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞは、ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾓｰﾄﾞ に移行します。 
 

    
 

3. ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝとﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押し続けた状態で、PC でﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬを開き、ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ﾎﾟｰﾄが追加されているこ

とを確認し、追加されていれば、ﾎﾞﾀﾝを離します。COM ﾎﾟｰﾄ番号をﾒﾓしておいてください。この例では、COM3
となります。 
 

   
 

4. ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄを立ち上げ、下記の画面で、｢X｣をｸﾘｯｸします。｢Link｣ﾎﾞﾀﾝはｸﾘｯｸしないでください。 
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5. ﾒﾆｭｰから｢Tool｣…｢Firmware Upgrade｣をｸﾘｯｸします。 
 

     
 

6. COM ﾎﾟｰﾄ番号とﾌｧｰﾑｳｪｱﾌｧｲﾙを指定し、｢Update｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄを開始します。 
 

   
 

7. ﾌｧｰﾑｳｪｱｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ中は、ﾓﾊﾞｲﾙﾘｰﾀﾞのｹｰﾌﾞﾙを引き抜かないよう、下記の注意ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。確認すれ

ば、｢OK｣をｸﾘｯｸします。 
 

    
 

8. ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄが始まり、ﾌﾟﾛｸﾞﾚｽﾊﾞｰ表示に変わります。｢Successful｣ﾒｯｾｰｼﾞが表示されれば完了です。 
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販売店へご返送ください。尚、修理は

全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行いません。 
 

修理依頼書 

依頼日  

会社名  

部署名  

担当者  

メールアドレス  

電話番号  ＦＡＸ番号  

ご住所 

 

 

 

販売店名  ご購入日  

製品型番 (名称)  

製造番号 (S/N)  

付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 

トラブルの症状を詳しく記入してください。 

また、症状を確認するために必要なバーコードラベルや磁気カード等があれば、修理品に添付してお送り

ください。 

 

 

 

 

 

症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1日に [    ]回程度 

インターフェイス ： □ キーボード □ RS232C □ USB 

  □ その他 [                                  ] 

接続ホスト ： メーカー [                                  ] 

   型番 [                                  ] 

その他、使用状況を記入ください。 

 

 

 

 

 

 

返送先 

 

 

 

 

 

見積・請求先 

 

 

 

 

 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセルされた場合に限り、見積料として弊社

所定の料金を申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、修理品に添付してご返送く

ださい。 

ご確認印 
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